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 市民パトロールセンターが開設して早いもので 
10 か月が経ちました。羽村市民が安全で安心して

暮らせるためにはどうしたらよいのか。運営委員、 

パトロールボランティア(あおばずく隊)が協議・ 

検討を重ね決まったことから実行に移しています。 

 

 パトロールセンターに寄せられた情報で、不審者

や不審物などが発見されると、発見場所や周辺のパ

トロールを強化し、近くの学校などを訪問し情報を

提供するとともに児童・生徒への注意をお願いして

います。 

また、青パト車の巡回中に放置自転車等を発見し 

た場合は、市へ連絡するなど常に連携しているとこ

ろです。青パト車のパトロール時間や経路は固定化せず、様々な工夫により犯罪の未然

防止と再発の防止に努めています。 

 

 

昨年11月6,7日、羽村市産業祭に市民パトロ

ールセンターのブースを設置し、センターの

ＰＲを行ないました。 

羽村市内をいつも走っている青パト「あおば

ずく」との記念撮影に子どもたちに大好評で

した。 

 

   市市民民パパトトロローールルセセンンタターー設設置置のの目目的的  

市内各所(地域)で実施されているパトロールや見守りなどの防犯活

動の拠点とし、防犯活動に取り組む団体、市民等との連携により、誰も

が安全で安心して暮らせるまちの実現を目指します。 

第２号 
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市民パトロールセンターに寄せられた情報を分析しました 

パトロールセンターが発足した平成２２年５月から１２月までの間、総数２７件の情報

が寄せられました。それらをは握した情報を分析し検証した結果を紹介します。 
 
【形態別は握情報に基づく分析結果 (平成 22 年 5～12 月)】 

＊ 不審者の出現が最も多く１１件、次いで男子大人による 
身体の一部露出等の性犯罪関係の情報が１０件でした。

また、依然として「振り込め詐欺」が発生しています。 
＊ 窃盗（空き巣１件）については、住人が旅行のため長期

間留守にしていた間の犯行でした。 
 
 
月  別 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 
件  数 ２ １ ０ ０ ６ １０ ３ ５ 

 
曜日別 月 火 水 木 金 土 日 不詳 
件  数 ７ ２ １０ １ ２ １ ３ １ 

＊ ５月から１２月の中で最も多いのが１０月の１０件、次いで９月の６件、１２月の５件となっていま

す。逆に７月～８月はゼロでした。 夏休みのため登校・下校の生徒児童たちが不在であり、被害や

直接の目撃もされていないことが、その要因と思われます。 
＊ 発生を曜日別にみると、週のうち水曜日が１０件と多く、次いで月曜日の７件です。土、日曜日が意

外に少ないのは、生徒児童の登下校がないからと思われます。 
 
 

羽村市内の犯罪発生状況（平成 22 年 1 月から 12 月まで） 
 凶悪犯 粗暴犯 侵入盗犯 非侵入盗犯 知能犯 風俗犯 その他 計 

平成２２年 ３ ２０ ３２ ６０１ １５ ３ １４３ ８１７ 

平成２１年 ４ ２２ ３３ ５２０ ２８ ０ １２５ ７３２ 

増 減 －１ －２ －1 ＋８１ －１３ ＋３ ＋１８ ＋８５ 

                                （資料提供：福生警察署） 

平成２２年中に羽村市内で発生した犯罪件数は８００件を超えています。日々何らかの犯罪が発生してい

ますが、犯罪をなくすためには犯罪を発生させない街づくりが必要です。 

そのためには、市民一人ひとりが身近な出来事に関心を持つことが必要ではないでしょうか。市民パトロ

ールセンターは、これらの情報を分析し犯罪が多発している時間帯や場所（地域）のパトロールを強化し、

犯罪抑止力として取り組むよう努力していきます。そのためにも皆さまにこのセンターをご活用していた

だき、ご協力とご支援をいただきたいと思います。 

 

＊凶悪犯＝殺人、強盗など  ＊粗暴犯＝暴行、傷害など  ＊侵入盗犯＝空き巣、忍び込みなど 

＊非侵入盗犯＝ひったくり、自動車盗、オートバイ盗、車上ねらいなど  ＊知能犯＝悪知恵を使った犯

罪、振り込め詐欺など ＊その他＝子どもたちを狙った犯罪、わいせつ行為など 

形態別は握情報
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＊＊ 市民パトロール「あおばずく」隊員からひと言 ＊＊ 

 

田村 静雄 隊員より                              

  市民パトロール隊になって10か月が過ぎました。パトロールを開始した頃は、 

市民に不思議がられていた通称「青パト車」も、この頃は笑顔で手を振ってもら 

えるようになり、多くの市民と交流しながらパトロールをしています。 

  青パト車は小・中学校、公園をはじめ市内全域に犯罪がなくなることを願いなが 

らパトロールを行なっています。 

また、変質者の出没が多発している地域には、同時間、同場所にパトロールし 

ないように隊員各自が考慮した巡回経路をもってパトロールを実行しています。 

これからも市民パトロール隊員として、犯罪をなくすために行き交う人と 

挨拶を交わし、顔見知りになり犯罪被害者をなくすような防犯 

活動を続けたいと思います。 

 

 

  市岡 恵子 隊員より 

  昨年発足の市民パトロール「あおばずく」。 

  私も少しでもお役に立てばと応募、スタートしてみて参加者が少なくびっくりし 

ました。さて、パトロールをしてみると今まで気にしていなかった公園、学校等 

々の周りに死角があり、特に公園近辺、そして人の動きがないことは「何をする 

人ぞ」的に他人に対して興味がなくなってしまったのでしょうか？ 

少しのおせっかいが意外な効果を発揮することがあるのではないでしょうか。 

ゆっくりと青色回転灯を点け市内を巡回、家々の間を大人の方はちょっと怪訝
け げ ん

な 

顔、子ども達は嬉しそうな表情！！ 

 この車が走っていることで、少しでも犯罪抑止になってくれる事を願います。 

 

 

現在活動しているボランティアは運営委員６名とパトロールボランティア（あおパト

隊）１２名で構成されています。 
 

運営委員          あおパト隊 

    

 

 

 

 

 

 
          

（平成２３年２月 15日現在） 

代  表 中島 義信 

副代表 尾部 卓美 

委  員  石川 利夫 

委  員  北浦 勝平 

委  員  下田  壮 

委  員  水嶋 恵子 

隊 長 中里 国英 

隊 員  市岡 恵子 

隊 員  清永 高史 

隊 員  栗原  修 

隊 員  濱田 哲哉 

隊 員  村野 光良 

隊 員  森  佳愛 

副隊長  梶  正明 

隊 員  大塚 さよ子 

隊 員  清永 美奈子 

隊 員  田村 静雄 

隊 員  羽村 義男 
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… 防犯まめ知識 … 

 事件・事故などの通報は緊急通報          ダイヤルにかけますね。 
現在地を伝える時はお近くの信号機や標識、電柱に貼ってある管理番号などで 
確認できます。または、自動販売機の下の方にも「ここの住所は○○○○」と 
ステッカーが貼ってあります。 
あわてず正確に伝えることこそ、事件の早期解決の第一歩となります。 
街を歩く時に、そのような管理番号を探してみてはいかがでしょうか。  

 
 編集後記 

 
  

発行 平成２３年（２０１１年）３月１日  

編集 市民パトロールセンター   

羽村市小作台１－１６－１   TEL・FAX  ５５５－８１０１ 

ホームページアドレス：patosen-hamura@tokyo.email.ne.jp 

あおばずく隊員大募集！ 

パトロール内容は… 
● パトロール可能な曜日を登録していた

だき、コーディネーターが割当します。 
●青色回転灯装備パトロール車等にて、市内を

巡回します。自動車保険はこちらで加入しますが、

個人の傷害保険については各自の対応となります。 

※青色回転灯装備パトロール車の運転は、警察署の講習受講後 

発行される許可書を携帯するとともに、交通法規の厳守や 

マナーを守って、パトロールしていただきます。 

登録をするには… 

●パトロールに必要な腕章、ベスト、誘導灯

等はセンターで貸し出しをします。 個人で

ご用意していただくものは特にありません。 

を希望される方はパトロールセンターまで

ご連絡ください。 
 

 市民パトロールセンターが開設され、早くも１０か月が過ぎました。この間 市民パトロール 

「あおばずく隊」（青パト車）と市民パトロールセンターとが協力、試行錯誤しながらもなんとか体制

を整えるところまで歩んできました。 市民の皆さまからも、不審な人物などを発見した時に市民パト

ロールセンターへの情報提供(連絡)をいただき、また青パトが巡回している時に声をかけていただい

たりと、多少ながらも市民の皆さまから認知され始めたかな・・・と感じている今日このごろです。 

 今後とも市内の防犯については不断の努力を続けてまいりますが、市民パトロールセンターは市民

の皆さまと歩むことが大前提ですので、ぜひともご意見、ご要望をいただきたいと思います。 

mailto:patosen-hamura@tokyo.email.ne.jp

